
 

 

【個 人】                        提 出  平成 30年 12月 30 日 

 

 山  行  報  告  書  
 

山行報告者： 酒 井 

山 域・山 名：  両 神 山（1723 ｍ）       （埼玉県 小鹿野町） 

入山日又は期間：平成 30 年 12月 26 日(水)    日帰り 

プラン担当者 正：     副： 

 

参 
 

加 
 

者 
 

L： 酒井 記：    報： 

 

 

 

 

男  名 、  女  名、 計  名 

天候 晴れのち曇り 

12 月 26 日

(水) 

7:35 日向大谷⇒8:11 会所⇒（七滝沢ルート）⇒9:24 赤滝⇒ 

10:00 養老の滝・霧降の滝⇒11:35 掲示板・鈴が坂⇒11:20 両神神社 

⇒11:48 剣ヶ峰（山頂） 

⇒12:13 両神神社⇒12:22 鈴が坂 ⇒12:38 鈴が坂・掲示板⇒ 

（清滝ルート）⇒12:47 清滝小屋 ⇒ 12:59 弘法の井戸 ⇒ 

13:23 八海山 ⇒ 13:54 不動明王⇒14:04 会所⇒14:30 日向大谷 

装
備
と
食
糧 

共同装備：ツエルト（ ）、 

 

共 同 食： 

 

車提供者：  

個人装備：ヘッドランプ、雨具、防寒衣、コンパス、地図、ストック、軽アイゼン、 

アイゼン、手袋、ホッカイロ、水筒。ヘッドランプ、雨具、防寒衣、 

コンパス、地図、 

個 人 食： 非常食、行動食                                                                                                                                   

感
想
＆
要
注
意
事
項 

 

         

計画では 25日の登る予定でしたが、体調不良で登山口まで行きましたが帰宅。 

翌日に登りました。七滝沢に行くときは、冬期にかかわらずチェーンスパイクと 

ストックを持って登りますが、登山道は赤滝から固く、ストックが突きにくい状況で 

した。両神山はあまり安全対策をしていない登山道ですので、滑落しますと、危険で 

す。登山口近くの登山道に花束がお供えしてありました。 

下山するまで気を緩めてはいけないと感じさせる１日でした。 

 


